
2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本講義は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの講義科目であり、「ボランティア情報・調査演習」と連動しながら行われる。講義では、

ボランティア活動の実態と動向、社会的な意義と課題、そしてボランティアコーディネーターの役割と実践のあり方について学ぶ。また、国や自治

体などの政策動向等の社会状況を踏まえたうえで、ボランティア活動の固有性について考えるとともに、求められるボランティアコーディネーター

像を検討する。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）社会とボランティア GA § 特殊講義（自由選択）I（社会とＶＴ） TA

担当者名 / Instructor 赤澤 清孝

11138

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

書名 / Title 出版社・ISBNコード・コメント / Author, Publisher, ISBN Code, Comment

ボランティアマネジメント 桜井政成／ミネルヴァ書房／／

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 開講式、オリエンテーション1

ボランティア概論(1) ボランティア活動の現在2

ボランティア概論(2) ボランティアイメージの国際比較3

ボランティア概論(3) VCTP修了生の活動4

ボランティア概論(4) ボランティアと地域社会5

ボランティアコーディネーションの基礎(1) ボランティアコーディネーション概論6

ボランティアコーディネーションの基礎(2) 個別援助の知識・技術・倫理（1）7

ボランティアコーディネーションの基礎(3) 個別援助の知識・技術・倫理（2）8

ボランティアコーディネーションの基礎(4) グループの運営と支援（1）9

ボランティアコーディネーションの基礎(5) グループの運営と支援（2）10

ボランティア活動の開始(1) ボランティア活動のプランニング（1）11

ボランティア活動の開始(2) ボランティア活動のプランニング（2）12

ボランティア活動の開始(3) ボランティア募集の方法（1）情報発信13

ボランティア活動の開始(4) ボランティア募集の方法（2）ボランティアのリクルート14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業への積極性、レポート課題の提出等を加味して判断100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本講義は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの講義科目であり、「ボランティア情報・調査演習」と連動しながら行われる。講義では、

ボランティア活動の実態と動向、社会的な意義と課題、そしてボランティアコーディネーターの役割と実践のあり方について学ぶ。また、国や自治

体などの政策動向等の社会状況を踏まえたうえで、ボランティア活動の固有性について考えるとともに、求められるボランティアコーディネーター

像を検討する。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。　　　　　　　　　　　　　　　(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）社会とボランティア GB § 特殊講義（自由選択）I（社会とＶＴ） TB

担当者名 / Instructor 谷口 郁美、吉田 真

11679

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

書名 / Title 出版社・ISBNコード・コメント / Author, Publisher, ISBN Code, Comment

ボランティアマネジメント 桜井政成／ミネルヴァ書房／／

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 開講式、オリエンテーション1

ボランティア概論(1) ボランティア活動の現在2

ボランティア概論(2) ボランティアイメージの国際比較3

ボランティア概論(3) VCTP修了生の活動4

ボランティア概論(4) ボランティアと地域社会5

ボランティアコーディネーションの基礎(1) ボランティアコーディネーション概論6

ボランティアコーディネーションの基礎(2) 個別援助の知識・技術・倫理（1）7

ボランティアコーディネーションの基礎(4) 個別援助の知識・技術・倫理（2）8

ボランティアコーディネーションの基礎(4) グループの運営と支援（1）9

ボランティアコーディネーションの基礎(5) グループの運営と支援（2）10

ボランティア活動の開始(1) ボランティア活動のプランニング（1）11

ボランティア活動の開始(2) ボランティア活動のプランニング（2）12

ボランティア活動の開始(3) ボランティア募集の方法（1）情報発信13

ボランティア活動の開始(4) ボランティア募集の方法（2）ボランティアのリクルート14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業への積極性、レポート課題の提出等を加味して判断100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティアインターンシップ GA § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴインターンシップ） T1

担当者名 / Instructor 赤澤 清孝

20542

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティアインターンシップ GB § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴインターンシップ） T2

担当者名 / Instructor 吉田 真

20544

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「ボランティアマネジメント論」と連動しながら行われる。ボランティア、

ボランティアグループ、ボランティア推進機関などの状況や連絡調整および支援のあり方、地域や市民の生活実態やニーズについての理解を深

める。インターンシップの振り返りや事例研究などを通じ、ボランティアコーディネーターとしての実践的な力量を身に着けることを目的とする。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア活動支援演習 GA § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ活動支援演習） TA

担当者名 / Instructor 赤澤 清孝

11183

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

インターンシップの振り返り1

インターンシップ等で関心を持ったテーマを深める（企画

＆プレゼンスキルの向上）

2～8

修了レポートの作成（ライティングスキルの向上）9～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「ボランティアマネジメント論」と連動しながら行われる。ボランティア、

ボランティアグループ、ボランティア推進機関などの状況や連絡調整および支援のあり方、地域や市民の生活実態やニーズについての理解を深

める。インターンシップの振り返りや事例研究などを通じ、ボランティアコーディネーターとしての実践的な力量を身に着けることを目的とする。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア活動支援演習 GB § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ活動支援演習） TB

担当者名 / Instructor 足立 陽子

11184

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

インターンシップの振り返り1

インターンシップ等で関心を持ったテーマを深める（企画

＆プレゼンスキルの向上）

2～8

修了レポートの作成（ライティングスキルの向上）9～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「ボランティアマネジメント論」と連動しながら行われる。ボランティア、

ボランティアグループ、ボランティア推進機関などの状況や連絡調整および支援のあり方、地域や市民の生活実態やニーズについての理解を深

める。インターンシップの振り返りや事例研究などを通じ、ボランティアコーディネーターとしての実践的な力量を身に着けることを目的とする。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア活動支援演習 GC § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ活動支援演習） TC

担当者名 / Instructor 中根 智子

11185

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

インターンシップの振り返り1

インターンシップ等で関心を持ったテーマを深める（企画

＆プレゼンスキルの向上）

2～8

修了レポートの作成（ライティングスキルの向上）9～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「ボランティアマネジメント論」と連動しながら行われる。ボランティア、

ボランティアグループ、ボランティア推進機関などの状況や連絡調整および支援のあり方、地域や市民の生活実態やニーズについての理解を深

める。インターンシップの振り返りや事例研究などを通じ、ボランティアコーディネーターとしての実践的な力量を身に着けることを目的とする。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア活動支援演習 GD § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ活動支援演習） TD

担当者名 / Instructor 角谷 嘉則

11702

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

インターンシップの振り返り1

インターンシップ等で関心を持ったテーマを深める（企画

＆プレゼンスキルの向上）

2～8

修了レポートの作成（ライティングスキルの向上）9～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「ボランティアマネジメント論」と連動しながら行われる。ボランティア、

ボランティアグループ、ボランティア推進機関などの状況や連絡調整および支援のあり方、地域や市民の生活実態やニーズについての理解を深

める。インターンシップの振り返りや事例研究などを通じ、ボランティアコーディネーターとしての実践的な力量を身に着けることを目的とする。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア活動支援演習 GE § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ活動支援演習） TE

担当者名 / Instructor 奥村 昭

11703

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

インターンシップの振り返り1

インターンシップ等で関心を持ったテーマを深める（企画

＆プレゼンスキルの向上）

2～8

修了レポートの作成（ライティングスキルの向上）9～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「社会とボランティア」「ボランティアインターンシップ」と連動しながら

行われる。ボランティアコーディネーターの業務では、常に様々な情報を取り扱う。演習では、インターンシップの事前準備と絡めながら、ボラン

ティア活動に関わる情報の収集・管理・提供の方法について学ぶ。また、様々な課題についての状況把握、計画、実行、情報発信に関わる演習

活動をとおしてコーディネーターの役割について理解を深める。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア情報・調査演習 GA § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ情報・調査演習） TA

担当者名 / Instructor 赤澤 清孝

11170

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 自己紹介等1

インターンシップの目標設定2～4

インターンシップ先の調査5～9

インターンシップ計画書の作成10～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「社会とボランティア」「ボランティアインターンシップ」と連動しながら

行われる。ボランティアコーディネーターの業務では、常に様々な情報を取り扱う。演習では、インターンシップの事前準備と絡めながら、ボラン

ティア活動に関わる情報の収集・管理・提供の方法について学ぶ。また、様々な課題についての状況把握、計画、実行、情報発信に関わる演習

活動をとおしてコーディネーターの役割について理解を深める。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア情報・調査演習 GB § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ情報・調査演習） TB

担当者名 / Instructor 足立 陽子

11171

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 自己紹介等1

インターンシップの目標設定2～4

インターンシップ先の調査5～9

インターンシップ計画書の作成10～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「社会とボランティア」「ボランティアインターンシップ」と連動しながら

行われる。ボランティアコーディネーターの業務では、常に様々な情報を取り扱う。演習では、インターンシップの事前準備と絡めながら、ボラン

ティア活動に関わる情報の収集・管理・提供の方法について学ぶ。また、様々な課題についての状況把握、計画、実行、情報発信に関わる演習

活動をとおしてコーディネーターの役割について理解を深める。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア情報・調査演習 GC § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ情報・調査演習） TC

担当者名 / Instructor 中根 智子

11172

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 自己紹介等1

インターンシップの目標設定2～4

インターンシップ先の調査5～9

インターンシップ計画書の作成10～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「社会とボランティア」「ボランティアインターンシップ」と連動しながら

行われる。ボランティアコーディネーターの業務では、常に様々な情報を取り扱う。演習では、インターンシップの事前準備と絡めながら、ボラン

ティア活動に関わる情報の収集・管理・提供の方法について学ぶ。また、様々な課題についての状況把握、計画、実行、情報発信に関わる演習

活動をとおしてコーディネーターの役割について理解を深める。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア情報・調査演習 GD § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ情報・調査演習） TD

担当者名 / Instructor 角谷 嘉則

11696

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 自己紹介等1

インターンシップの目標設定2～4

インターンシップ先の調査5～9

インターンシップ計画書の作成10～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本演習は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの演習科目であり、「社会とボランティア」「ボランティアインターンシップ」と連動しながら

行われる。ボランティアコーディネーターの業務では、常に様々な情報を取り扱う。演習では、インターンシップの事前準備と絡めながら、ボラン

ティア活動に関わる情報の収集・管理・提供の方法について学ぶ。また、様々な課題についての状況把握、計画、実行、情報発信に関わる演習

活動をとおしてコーディネーターの役割について理解を深める。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティア情報・調査演習 GE § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴ情報・調査演習） TE

担当者名 / Instructor 奥村 昭

11697

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

イントロダクション 自己紹介等1

インターンシップの目標設定2～4

インターンシップ先の調査5～9

インターンシップ計画書の作成10～14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業態度、提出物の提出状況等により判断。100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本講義は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの講義科目であり、「ボランティア活動支援演習」と連動しながら行われる。講義では、ボ

ランティア活動を組織し、調整、推進していくうえでコーディネーターに求められる役割と業務および倫理について学ぶ。ボランティア振興に関わ

るイベントの企画運営と展開のあり方、ボランティアの登録や管理、ボランティア活動の相談から調整と評価までの需給調整、社会資源の活用と

開発などについての基本的な考え方、知識や技術をとりあげる。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティアマネジメント論 GA § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴマネジメント） TA

担当者名 / Instructor 赤澤 清孝

11156

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

書名 / Title 出版社・ISBNコード・コメント / Author, Publisher, ISBN Code, Comment

ボランティアマネジメント 桜井政成／ミネルヴァ書房／／

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティア活動・ボランティアコーディネーションの評価1

ボランティアコーディネーションの応用的理解 情報技術を使ったボランティア支援2

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティア活動を発展させる資源3

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティアのリーダーシップ4

リスクマネジメント ボランティア活動に関する倫理問題5

リスクマネジメント ボランティア活動上のトラブルと保険6

リスクマネジメント 災害時のボランティアコーディネーション7

リスクマネジメント 困難なコーディネーションの対処（ケース）8

ボランティアの活動展開 ボランティアの活動展開9

ボランティアの活動展開 ボランティアグループからNPOへ（1）10

ボランティアの活動展開 ボランティアグループからNPOへ（2）11

ボランティアの活動展開 NPOを成功に導くために12

ボランティアコーディネーションまとめ ボランティアコーディネーションまとめ（1）13

ボランティアコーディネーションまとめ ボランティアコーディネーションまとめ（2）14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業への積極性、課題提出及びその内容を踏まえて評価100 ％



2007年度シラバス立命館大学

授業の概要 / Course Outline

本講義は、ボランティアコーディネーター養成プログラムの講義科目であり、「ボランティア活動支援演習」と連動しながら行われる。講義では、ボ

ランティア活動を組織し、調整、推進していくうえでコーディネーターに求められる役割と業務および倫理について学ぶ。ボランティア振興に関わ

るイベントの企画運営と展開のあり方、ボランティアの登録や管理、ボランティア活動の相談から調整と評価までの需給調整、社会資源の活用と

開発などについての基本的な考え方、知識や技術をとりあげる。

履修しておくことが望まれる科目 / Required Preparatory Study

※下記の5科目全てをパッケージ履修することを前提とする。

(1)社会とボランティア（前期・講義）

(2)ボランティア情報・調査演習（前期・演習）

(3)ボランティアインターンシップ（夏期集中）

(4)ボランティアマネジメント論（後期・講義）

(5)ボランティア活動支援演習（後期・演習）

(学部科目 / Undergraduate Courses) 授業外学習の指示 / Recommendations for Private Study
(大学院科目 / Graduate Courses) 授業の方法 / Study method

参考になる WWW ページ / Web Pages Useful for Reference

その他 / Others

単位数 / Credit 2

（共）ボランティアマネジメント論 GB § 特殊講義（自由選択）I（ＶＴマネジメント） TB

担当者名 / Instructor 谷口 郁美、吉田 真

11688

教科書 / Textbooks

参考書 / Reference Books

授業スケジュール / Course Schedule

成績評価方法 / Grading Criteria and Method of Evaluation

到達目標 / Attainment Objectives

プログラム全体を通じて、ボランティア･地域活動コーディネーターとして、地域社会の問題を主体的にとらえ、その解決を目指し、地域でのボラン

ティア活動を企画、調整、支援できる人材となることを目指す。

受講および研究に関するアドバイス / Advice to Students on Study and Research Methods

書名 / Title 出版社・ISBNコード・コメント / Author, Publisher, ISBN Code, Comment

ボランティアマネジメント 桜井政成／ミネルヴァ書房／／

書名 / Title 出版社・ISBNコード・コメント / Author, Publisher, ISBN Code, Comment

ボランティアマネジメント 桜井政成／ミネルヴァ書房／／

テーマ / Theme キーワード / Key Word授業日（第N回）

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティア活動・ボランティアコーディネーションの評価1

ボランティアコーディネーションの応用的理解 情報技術を使ったボランティア支援2

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティア活動を発展させる資源3

ボランティアコーディネーションの応用的理解 ボランティアのリーダーシップ4

リスクマネジメント ボランティア活動に関する倫理問題5

リスクマネジメント ボランティア活動上のトラブルと保険6

リスクマネジメント 災害時のボランティアコーディネーション7

リスクマネジメント 困難なコーディネーションの対処（ケース）8

ボランティアの活動展開 ボランティアの活動展開9

ボランティアの活動展開 ボランティアグループからNPOへ（1）10

ボランティアの活動展開 ボランティアグループからNPOへ（2）11

ボランティアの活動展開 NPOを成功に導くために12

ボランティアコーディネーションまとめ ボランティアコーディネーションまとめ(1)13

ボランティアコーディネーションまとめ ボランティアコーディネーションまとめ(2)14

まとめ15

種別 / Kind 割合 / Percentage 評価基準等 / Grading Criteria etc.

日常点・その他 出席、授業への積極性、課題提出及びその内容を踏まえて評価100 ％


